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ZW-PonPaDe Ver.0.4 

NASTRANプレート要素地震荷重による応力計算 Wordマクロ使用説明書

 

  

ソフトの概要 

NASTRANによる地震の動荷重と自重等の静荷重応力計算アウトプットリストより

プレート要素(CQUAD4,CTRIA3)のミーゼス応力を求め最大応力発生要素の計算結果

を詳細に数式で出力するマクロです。 

使用した応力値をすべて表示するため電卓での検証が可能です。 

また、計算に使用したアウトプットリストのヘッダ及び応力値の行も出力するた

め使用したアウトプットリストとの検証が可能です。 

メリット 

①アウトプットリストから直接指定範囲の最大応力が求められる。 

②計算に使用している数値が分かる。 

③Wordに出力しているためそのまま資料に使用できます。 

④Wordがあれば誰でもマクロを作成、修正することができます。 

デメリット 

①マクロ処理のため処理が遅い。 

②マクロでは複雑な処理ができない。 

注意事項 

①本マクロは個人所有です。開発者の許可を得て使用して下さい。 

②機能のチェックは行っていますが、使用者の責任において使用して下さい。 

③不具合、機能の追加要望については開発者に連絡をお願いします。 

④本マクロはパスワードを設定しています。開示してほしい方は開発者に相談し

て下さい。 

  開発者:茨木 栄 Mail:sakae-ibaraki@mbr.nifty.com 
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1.概要 

本 Wordマクロは、図 1-1に示すように NASTRAN による地震の動解析(X,Y,Z方向地震)注 1を

行った結果のアウトプットリストよりプレート要素の応力を SRSSまたは絶対和してミーゼス

応力を求めるために作成した。なお、自重等の静荷重を組合せすることが可能であり、静荷重

のアウトプットリストは４つまでとする。 

本マクロを使用するには 1.1項に示すインプット及びアウトプットリストが必要です。イン

プットはアウトプットリスト内のインプットデータエコーを使用します。 

注 1:動解析としているが重力加速度を与えた静解析計算結果を使用してもよい。 

注 2:NASTRANのバージョンによるアウトプット形式は変わらないものとして処理しています。

1.1 項のアウトプットリスト中のタイトルを判断して計算結果の読込みを行っているた

め、異なる場合は処理が出来ません。 

注 3:サブケースの指定は出来ません。解析ケースは１つとして下さい。 

注 4:本説明書中の図中にバージョンの表記がありますがバージョン以外に変更がない場合は

旧バージョンの表記のままとします。 

 

 

図 1-1 マクロの概要 

  

X方向地震  Y 方向地震 Z方向地震   
自重等の 
静荷重 

XZ地震荷重組合せ 
YZ地震荷重組合せ 

XYZ地震荷重組合せ 

静荷重組合せ 

地震荷重組合せ 静荷重組合せ ＋ 総荷重組合せ ＝ 

①地震荷重の組合せ 

2方向 SRSS組合せ、3方向 SRSS組合せ、2方向絶対値組合せ、3方向絶対値組合せ 

から選択 

②静荷重の組合せ 

任意数の絶対値組合せ固定 

③求める応力 

ミーゼス応力 
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1.1 プレート要素 

プレート要素の応力計算に使用するインプットデータとアウトプットリストの抜粋を表

1-1及び表 1-2に示す。 

表 1-1プレート要素 NASTRAN インプットデータの抜粋 

 

 

表 1-2 プレート要素 NASTRAN アウトプットリストの抜粋 

  

CQUAD4      6000       1     806      85      91     807     0.0     0.0         

CQUAD4      6001       1     807      91      88     808     0.0     0.0         
CQUAD4      6002       1     808      88      87     809     0.0     0.0         

省略 

CTRIA3     16000      14    4084    4086    4022     0.0152.2500                 

CTRIA3     16001      14    4023    4025    4102     0.0152.2500                 
CTRIA3     16002      14    4102    4128    4023     0.0152.2500                 

                         S T R E S S E S   I N   Q U A D R I L A T E R A L   E L E M E N T S   ( Q U A D 4 ) 

  ELEMENT      FIBER               STRESSES IN ELEMENT COORD SYSTEM             PRINCIPAL STRESSES (ZERO SHEAR)                  

    ID.       DISTANCE           NORMAL-X       NORMAL-Y      SHEAR-XY       ANGLE         MAJOR           MINOR        VON MISES 

0    6000   -1.500000E+00      1.557765E-01  -9.281897E-01   2.322129E-01    11.5964    2.034276E-01   -9.758408E-01   1.091861E+00 

             1.500000E+00      5.365204E-01  -2.527487E-01   2.108001E-01    14.0548    5.892929E-01   -3.055212E-01   7.878140E-01 

0    6001   -1.500000E+00     -4.279569E-01  -8.829600E-01  -3.260656E-02    -4.0782   -4.256321E-01   -8.852848E-01   7.668678E-01 

             1.500000E+00     -1.643211E-01  -6.893164E-01  -9.145815E-02    -9.6046   -1.488446E-01   -7.047929E-01   6.434152E-01 

0    6002   -1.500000E+00     -3.952743E-02  -3.098992E-01  -2.148867E-01   -28.9129    7.915975E-02   -4.285863E-01   4.731589E-01 

             1.500000E+00      5.673234E-02  -2.842936E-01  -2.081629E-01   -25.3390    1.553039E-01   -3.828651E-01   4.797556E-01 

省略 

                           S T R E S S E S   I N   T R I A N G U L A R   E L E M E N T S   ( T R I A 3 ) 

  ELEMENT      FIBER               STRESSES IN ELEMENT COORD SYSTEM             PRINCIPAL STRESSES (ZERO SHEAR)                  

    ID.       DISTANCE           NORMAL-X       NORMAL-Y      SHEAR-XY       ANGLE         MAJOR           MINOR        VON MISES 

0   16000   -2.250000E+00      1.289073E+00   6.809839E-01   9.220003E-01    35.8746    1.955867E+00    1.418991E-02   1.948811E+00 

             2.250000E+00      9.176990E-01   2.909560E-01   1.116011E+00    37.1577    1.763501E+00   -5.548460E-01   2.096726E+00 

0   16001   -2.250000E+00      8.023568E-01   1.623189E+00   3.905089E-01    68.2119    1.779288E+00    6.462585E-01   1.560011E+00 

             2.250000E+00      4.743976E-01   1.536390E+00   4.806629E-01    68.9241    1.721630E+00    2.891580E-01   1.596809E+00 

0   16002   -2.250000E+00     -4.369782E-01   3.266604E+00  -4.029862E-02   -89.3767    3.267043E+00   -4.374167E-01   3.506274E+00 

             2.250000E+00     -2.082545E-01   3.077848E+00  -2.570085E-03   -89.9552    3.077850E+00   -2.082566E-01   3.187086E+00 

要素番号 

三角形要素 

四角形要素 

部材番号 

三角形要素 

四角形要素 

要素番号 σx σy τxy 
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2.計算式 

本マクロは、以下の計算式にてミーゼスを求める。なお、①～③についてはσx、σy、τxy

の応力について行い、④のミーゼス応力の計算式はユーザーが指定する。 

①静荷重組合せ応力 

静荷重組合せ=静荷重応力 1＋静荷重応力 n 

②動荷重組合せ応力 

 ・2方向 SRSS組合せの場合 

XZ地震荷重組合せ応力= X方向荷重応力
2
 ＋Z方向荷重応力

2
   

YZ地震荷重組合せ応力= Y方向荷重応力
2
 ＋Z方向荷重応力

2
   

・3 方向 SRSS組合せの場合 

XYZ地震荷重組合せ応力= X方向荷重応力
2
 ＋Y方向荷重応力

2
 ＋Z方向荷重応力

2
   

・2 方向絶対和組合せの場合 

XZ地震荷重組合せ応力=|X方向荷重応力|＋|Z方向荷重応力| 

YZ地震荷重組合せ応力=|Y方向荷重応力|＋|Z方向荷重応力| 

・3 方向絶対和組合せの場合 

XYZ地震荷重組合せ応力=|X方向荷重応力|＋|Y方向荷重応力|＋|Z方向荷重応力| 

③静荷重と動荷重組合せ応力 

荷重組合せ応力=|静荷重組合せ応力|＋動荷重組合せ応力 

④ミーゼス応力 

・
(σ1－σ2)2＋σ12＋σ22

2
   なお、σ1及びσ2は主応力を示す。 

σ1,σ2＝
σx＋σy

2
 ±







σx－σy

2

2
＋τxy2  

注 1:NASTRANはこちらの計算式を使用しています。 

・ σx2＋σy2＋σx×σy＋3×τxy2  
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3.計算制限 

本マクロは、以下の制限において使用が出来ます。 

①環境 : Windows Office365 (他のバージョンで確認していません) 

②ソルバー  : NASTRAN 

③NASTRAN入力形式 : シングルワード(8 文字入力) 

④ファイル数 : 動荷重 3、静荷重 4 

⑤対応要素タイプ : CQUAD4 , CTRIA3 

⑥応力出力位置 : 要素中心 

⑦最大要素数 : 999999 

⑧動荷重応力の組合せ : SRSSまたは絶対和単純和 

⑨静荷重応力の組合せ : 単純和 

⑩ミーゼス応力計算式 : 以下の２種類 

・
(σ1－σ2)2＋σ12＋σ22

2
   なお、σ1及びσ2は主応力を示す。 

注 1:NASTRANはこちらの計算式を使用しています。(表 4-3参照) 

・σ1,σ2＝
σx＋σy

2
 ±







σx－σy

2

2
＋τxy2  

・ σx2＋σy2＋σx×σy＋3×τxy2  

⑩出力要素 : 以下の６種類 

・アウトプットリスト内の全要素でミーゼス応力が最大値の要素 

・指定した要素番号 

・指定した要素番号の範囲でミーゼス応力が最大値の要素 

・指定した部材番号でミーゼス応力が最大値の要素 

・指定した部材番号の範囲でミーゼス応力が最大値の要素 

・部材毎にミーゼス応力が最大値の要素 

注 2:部材番号で最大応力要素を求める場合は NASTRANに出力されてるいるインプットデ

ータエコーのプレート要素の部材番号(PID)を使用します。 
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4.使用方法 

4.1 起動方法 

本マクロのファイルを開くと、表 4-1の文章が表示されます。以下の内容で使用して下さ

い。 

表 4-1 起動時の説明 

 

NASTRAN板要素地震重による応力計算 Wordマクロ 

ZW-PonPaDe Ver.0.4 実行方法 

 

①初めて使用される方は右の｢説明書｣ボタンをクリックして下さい。 

②右の「実行」ボタンを押すとマクロを実行します 

③マクロが実行され入力フォームが表示されます。 

④必要に応じてファイル名等を入力して「実行」ボタンをクリックして下さい。 

最初はファイル名等は初期設定されたものが表示されます。 

入力方法が分からない場合は｢F1｣をクリックして下さい。 

⑤マクロが実行され「終了」のメッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンをクリックして

下さい。続けて処理する場合は条件を変更して｢実行｣ボタンをクリックして下さい。 

⑥新規文書に作成された計算結果を保存する場合はファイル名を変更して保存して下さい。 

⑦入力フォームで「終了」ボタンをクリックするとフォームを閉じて終了します。 

注:計算結果計算式中のルート、分数及び二乗はフィールドコードで作成しています。 

  

説明書

実行
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4.2 入力フォーム 

本マクロを起動すると図 4-1に示すフォームが表示されます。以下の内容に従い入力等を

行い、｢処理｣フレーム内のボタンをクリックして下さい。計算結果は表 4-3-1～表 4-3-7を

参照して下さい。なお、入力フォームで｢F1｣キーを押すと本説明書が表示されます。 

 

図 4-1 入力フォーム 

①｢X方向地震｣、｢Y方向地震｣、｢Z方向地震｣テキストボックス 

NASTRANアウトプットリスト名を入力して下さい。｢参照｣ボタンをクリックすると｢ファ

イルを開く｣ダイアログが表示され、ファイル名を選択して入力することが出来ます。 

｢X方向地震｣、｢Y方向地震｣のファイル名はどちらか１つは入力して下さい。｢Z方向地

震｣のファイル名は必ず入力して下さい。 

②｢荷重 1｣～｢荷重 4｣テキストボックス(必要な場合のみ) 

NASTRANアウトプットリスト名を入力して下さい。｢参照｣ボタンをクリックすると｢ファ

イルを開く｣ダイアログが表示され、ファイル名を選択して入力することが出来ます。 

③｢ミーゼス応力計算式の選択｣オプション 

２つのミーゼス応力計算式から計算方法を選択して下さい。 

④｢動荷重組合せ｣コンボボックス 

｢方向｣、｢組合せ｣コンボボックスで次の４つの組合せが可能です。 

・２方向 SRSS、３方向 SRSS、２方向絶対和、３方向絶対和 
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⑤｢処理要素｣オプション 

以下の６つから処理する要素を選択して下さい。 

・｢最大応力要素｣ 

全要素の中で最大ミーゼス応力の要素を出力します。 

・｢入力要素｣ 

入力した要素番号の要素を処理します。 

・｢範囲入力要素｣ 

入力した範囲の要素番号の中で最大ミーゼス応力の要素を出力します。 

・｢入力部材｣ 

入力した部材番号の中で最大ミーゼス応力の要素を出力します。 

・｢範囲入力部材｣ 

入力した範囲の部材番号の中で最大ミーゼス応力の要素を出力します。 

・｢部材毎最大応力｣ 

全部材の同じ部材番号の中で最大ミーゼス応力の要素を出力します。 

注:｢範囲入力要素｣及び｢範囲入力部材｣を選択した場合はテキストボックスに最初の番号

と最後の番号を入力して下さい。１つの場合は左のテキストボックスのみ入力して下さ

い。 

⑥｢実行｣ボタンをクリックすると文書に計算結果が表示されます。 

実行時の入力フォームに入力したデータはレジストリに保存され、次回の起動時に同じデ

ータが表示されます。なお、バージョンアップした場合はクリアされます。 

⑦｢終了｣ボタンをクリックするとマクロを終了します。 
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4.3 計算例 

本マクロの計算例を表 4-3-1に示す。計算条件が多いため２方向 SRSS 組合せの静荷重組合

せ有りのみ XZ方向地震及び YZ方向地震を添付し、他の荷重の組合せの２方向は XZ方向地震

の計算のみ添付した。 

なお、計算結果タイトルの処理したデータは処理方法によって異なる 

 

表 4-3-1 計算例一覧表 

表番号 地震方向組合せ 動荷重組合せ 静荷重組合せ ミーゼス応力計算式 

表 4-3-2 2方向 SRSS組合せ 有り 
(σ1-σ2)2+σ1

2+σ2
2

2
   

表 4-3-3 2方向 SRSS組合せ 無し 
(σ1-σ2)2+σ1

2+σ2
2

2
   

表 4-3-4 3方向 SRSS組合せ 無し 
(σ1-σ2)2+σ1

2+σ2
2

2
   

表 4-3-5 2方向 絶対和組合せ 無し 
(σ1-σ2)2+σ1

2+σ2
2

2
   

表 4-3-6 3方向 絶対和組合せ 無し 
(σ1-σ2)2+σ1

2+σ2
2

2
   

表 4-3-7 2方向 SRSS組合せ 無し σx2+σy2+σx×σy+3×τxy2  
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表 4-3-2(1/4) 2 方向 SRSS組合せ 静荷重組合せ 2ケース σm=
(σ1-σ2)2+σ1

2+σ2
2

2
   

  

処理要素番号 処理した要素の通し番号

タイプを表示 

静荷重組合せ応力 

整数値に切り上げ 

 

静荷重 1 

静荷重 2 

静荷重+動荷重 
組合せ応力 

Z方向地震応力 

X方向地震応力 

静荷重組 
合せ応力 
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表 4-3-2(2/4) 2 方向 SRSS組合せ 静荷重組合せ 2ケース σm=
(σ1-σ2)2+σ1

2+σ2
2

2
   

  

地震荷重の応力値を組合せ 

静荷重の応力値を単純和組合せ 静荷重 1 静荷重 2 

Z方向地震応力 

X方向地震応力 
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表 4-3-2(3/4) 2 方向 SRSS組合せ 静荷重組合せ 2ケース σm=
(σ1-σ2)2+σ1

2+σ2
2

2
   

  



ZW-PonPaDe Ver.0.4 NASTRAN プレート要素地震荷重による応力計算 Word マクロ使用説明書 

－12－ 

表 4-3-2(4/4) 2 方向 SRSS組合せ 静荷重組合せ 2ケース σm=
(σ1-σ2)2+σ1

2+σ2
2

2
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表 4-3-3(1/2) 2方向 SRSS組合せ 静荷重組合せ無し σm=
(σ1-σ2)2+σ1

2+σ2
2

2
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表 4-3-3(2/2) 2方向 SRSS組合せ 静荷重組合せ無し σm=
(σ1-σ2)2+σ1

2+σ2
2

2
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表 4-3-4(1/2) 3 方向 SRSS組合せ 静荷重組合せ無し σm=
(σ1-σ2)2+σ1

2+σ2
2

2
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表 4-3-4(2/2) 3 方向 SRSS組合せ 静荷重組合せ無し σm=
(σ1-σ2)2+σ1

2+σ2
2

2
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表 4-3-5 2方向絶対和組合せ 静荷重組合せ無し σm=
(σ1-σ2)2+σ1

2+σ2
2

2
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表 4-3-6(1/2) 3方向絶対和組合せ 静荷重組合せ無し σm=
(σ1-σ2)2+σ1

2+σ2
2

2
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表 4-3-6(2/2) 3 方向絶対和組合せ 静荷重組合せ無し σm=
(σ1-σ2)2+σ1

2+σ2
2

2
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表 4-3-7 2方向 SRSS組合せ 静荷重組合せ無し σm= σx2+σy2+σx×σy+3×τxy2  

 

  



ZW-PonPaDe Ver.0.4 NASTRAN プレート要素地震荷重による応力計算 Word マクロ使用説明書 

－21－ 

4.4 計算結果 CSVファイル 

本マクロでは全評価位置の計算結果を CSV形式で出力している。例として表 4-3-2に示す評

価位置の結果を Excel のフィルター機能を使用して表示した結果を表 4-4-1に示す。 

CSVファイルはマクロのフォルダに｢ZW-PonPaDe.csv｣で出力されます。 

 

表 4-4-1 2方向 SRSS組合せ 静荷重組合せ 2ケース σm=
(σ1-σ2)2+σ1

2+σ2
2

2
   

 

LOAD ID PID B/T Sxs Sys Taus Sxd Syd Taud Mises

XZ  16203 14  B 2.514516E+00 4.877495E+00 -4.271096E+00 7.769792E+00 1.009076E+01 9.281483E+00 2.696099E+01

XZ  16203 14  T 4.585552E+00 5.622205E+00 -4.556601E+00 9.412520E+00 1.080487E+01 9.724408E+00 2.911510E+01

YZ  16203 14  B 2.514516E+00 4.877495E+00 -4.271096E+00 2.316840E+00 1.703111E+01 9.469669E-01 2.188984E+01

YZ  16203 14  T 4.585552E+00 5.622205E+00 -4.556601E+00 2.867856E+00 1.760783E+01 1.345292E+00 2.294650E+01


